
八幡市営住宅等空家入居者

募集案内書（令和ず年度》

ひとり親世帯向け住宅

◆

　

入居資格については、いろいろな条件がありますので、申込みをさ

　

れる方は、この案内書をよ〈お読みのうえ、受付期間内に申込みを

　

してください。

◆

　

問い合わせ先

八幡市役所 建設産業部 住宅管理課

〒６１４‐８５０１

　

京都府八幡市八幡園内７５番地

直通電話

　

０７５（９８３） ５７６７



”ひとり親世帯向け市営住宅の１１
入居者募集要項

ひとり親世帯向け市営住宅の入居者を募集します。 入居資格については、 下記の条件があ
りますので、 入居を希望される方はこの要項をよくお読みのうえ、受付期間内に申込みをし
てください。

１． 募集する住宅

○

　

市営住宅

　

雄徳団地

　　

所在地：八幡市男山雄徳６番地の１１

馨

　

寧

　

号響

　

語義構
造
造 ．．霊孝

　

１駐裏掛％一碧構お．
ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 洋 ６ ・ Ｄ Ｋ・ＢＴ

　　　　　　　　　　　　

（２ 階 建）

　　　

６ ７． ｏ ｏｎｆ

※ １

　

家賃の算出根拠となる家賃月額は、令和６年度の所得により算出します。
※

　

２

　

家賃は、入居者の収入や扶養控除、住宅の広さ、竣工時からの経過年数、立地条件な

　

どに応じて毎年度算定します。

２． 申込資格
申込のできる人は、次の条項をすべて満たしていなければなりません。

　

（１） 現に同居し、 または同居しようとする親族がある方 （｛１）～（８）の項目全てに該当する

　　

こと）

　　　

・入居の際には申込者全員が同時に入居できること。

　　　

・申込み後、 申込書記載の同居親族の変更は認められません。

　　　

・家族を不自然に分割・同居等の申込みは認められません。

　　　

※特別な事情がない限り父・母の分離、兄弟入居は認められません。

　

（２） ・未成年 （１８歳未満） のみの世帯等、 一般に契約を結ぶことができない年齢にあ

　　　

る場合は申込できません。

　

（３） 現在、 住宅に困窮していることが明らかな人。

　

（４） 申込者本人が、配偶者のないひとり親で１８歳未満の児童（平成１９年６月２日以降

　　　

生れ） を一人以上扶養している人。

　

（５） 令和４年５月３１日以前から申込日まで引き続き八幡市に住んでいて、そのことが住

　　　

民票で証明できる人。

　

（６） 公営住宅法で定められた基準収入以下であること。

　

（７） 公営住宅法並びに八幡市営住宅等設置及び管理条例に定める諸規定を尊守すること。

　

（８） 入居予定者が暴力団関係者でないこと。

　　　　　　　　　

　



（注１） 他の公営住宅からの入居は認められません。 ただし特別な事情があり独立のため世

　　　

帯を分離する場合には、 その限りではありません。
（注２）生活保護を受給している方については、就労収入があり、住宅扶助の支給額が０円、

　　

もしくは少額の方に限ります。
（注３） 外国籍の方の申込は申込者全員が永住資格を持っている方に限ります。

３． 申込方法 （必要書類）

　

（１） 市営住宅等入居申込書

　

（２） 入居予定者全員の住民票 （「世帯主」 又は「世帯主との続柄」 の記載のあるもの。

　　　

扶養義務者を除く世帯全員のマイナンバーカードがあれば不要。） もしくは、 八幡

　　　

市に住民登録を行っている方は、個人番号確認書類１点 （通知カード・個人番号の

　　　

記載のある住民票） と本人確認書類 Ｌ点（運転免許証・パスポート・顔写真のない

　　　

書類の場合は 「氏名・生年月日」 または 「氏名・住所」 記載のあるもの２点）

　

（３） 入居予定者の中で所得のある方全員 （扶養親族は除く） の令和７年度課税証明書並

　　　

びに納税義務者全員の完納証明書 （納税義務者全員のマイナンバーカードがあれば

　　　

不 要。 ）

　　　

（注）未申告等で所得証明書が発行されない方は、市民税担当課で所得申告のうえ、

　　　

課税証明書の発行を受けてください。

　

（４） その他の必要書類等

　　　

※当選した場合は課税証明書（非課税証明書）、住民票の写し、完納証明書等が必要

　　

になります。 必要書類が揃わない場合当選は無効になります。

４． 申込受付期間及び場所

　

（１） 受付期間

　　　　

令和７年６月２日 （月） から
令和７年６月２０日 （金） まで

（２） 受付時間

　　　　

午前９時００分から午後４時００分まで（正午から午後１時除く）
（３） 受付場所

　　　　

八幡市役所 建設産業部

　

住宅管理課
ＴＥＬ

　　

９８ ３ 一 ５７６７（直通）

５． 公開抽選日及び会場

　

申込者が多数の場合、公開抽選により入居予定者を決定します。 なお、公開抽選日及び
会場については後日、 対象者に通知します。
※申込者が出席できない場合は、 代理人を選出してください。 また申込者、代理人ともに

　

出席できない場合は失格となります。

６． 入居予定の時期

　　

入居時期は８月下旬頃を予定しております。



７． 収入基準

　

次の（１）の①から③により入居予定者全員の年間所得金額を個別に求め、それぞれ（２）
に該当するものがあればその控除額の差し引き、 控除後の額を合計したものが、 入居予定者
全員の年間総所得金額となります。 （３） の年間総所得金額による早見表の金額の範囲内で
あれば、入居申込資格の収入基準を満たすことになります。

（１） 年間所得金額の求め方

①

　

給与所得者は、 年間収入金額から年間所得金額を算出する。
年

　

間

　

収

　

入

　

金

　

額 年

　

間

　

所

　

得

　

金

　

額

５５１，０００円未満 ０円

５５１，０００円

　

～

　

１，６１９，０００円未満 年間収入金額一５５万円
１、６１９，０００円

　

～

　

１，６２０，０００円未満 １０６万９千円

１，６２０，０００円

　

～

　

１，６２２，０００円未満 １０７万円
１，６２２，０００円

　

～

　

１，６２４，０００円未満 １０７万２千円
１、６２４，０００円

　

～

　

１，６２８，０００円未満 １０７万４千円

１，６２８，０００円

　

～

　

１，８００，０００円未満 端数整理後の年間総収入金額×０， ６十１０万円
１，８００，０００円

　

～

　

３，６００，０００円未満 端数整理後の年間総収入金額×０． ７－８万円
３，６００，０００円

　

～

　

６，６００，０００円未満 端数整理後の年間総収入金額×０， ８一４４万円
６，６００，０００円

　

～

　

８，５００，０００円未満 年間収入金額×０． ９－１１０万円

※ 端数整理の方法、 （年間総収入金額が１， ６２８， ０００円以上６， ６００， ０００円未

　

満の場合のみ） 年間総収入金額を４， ０００円で除し、 出た数の小数点以下を切り捨て、

　

４， ０００を乗ずる。

②事業所得者は、年間総収入金額から必要経費を控除した額が年間所得金額となります。

⑨年金所得者の場合、
次表によりｒ年間年金総収入金額」 から「年間年金所得金額」 を算出します。

受給者の年齢 年間年金総収入金額（Ａ） 年間年金総所得金額

６５歳未満の者

６０万円以下 ０円
６０万円を超え１３０万円未満 （Ａ） －６０万円

１３０万円以上４１０万円未満 （Ａ） ×０．７５…２７万５千円

４１０万円以上７７０万円未満 （Ａ） ×０．８５一６８万５千円
７７０万円以上１０００万円未満 （Ａ） ×０，７５一１４５万５千円

６５歳以上の者

１１０万円以下 ０円

１１０万円を超え３３０万円未満 （Ａ） －１１０万円

３３０万円を超え４１０万円未満 （Ａ） ×０．７５一２７万５千円

４１０万円を超え７７０万円未満 （Ａ） ×０．８５一６８万５千円
７７０万円を超え１０００万円未満 （Ａ） ×０．９５一１４５万５千円

（注） 公営住宅の所得計算の特例により、 給与及び年金に係る所得額から、 それぞれ１０万
円 （それぞれ１０万円未満の場合はその額） を控除します。



（２）収入計算で控除する種類と控除額
種

　　　

類 要

　　　　　　

件 控

　　

除

　　

額

老人扶養親族 ７０歳以上の人 １人につき

　

１０万円

特定扶養親族 扶養親族のうち１６歳以上２３歳未満
の人

１人につき

　

２５万円

障

　　

害

　　

者

（特別障害者を除く）

イ

　

身体障害者手帳の交付を受けてい

　

る人

口

　

戦傷病者手帳の交付を受けている

　

人

ノ・

　

精神保健指定医等の判定により知

　

的障がい者と判定された人
ニ

　

精神障害者保健福祉手帳の交付を

　

受けている人

１人につき

　

２７万円

特別障がい者

イ

　

身体障害者手帳を受けている人で

　

１級又は２級に該当する人
ロ

　

戦傷病者手帳の交付を受けている

　

人で特別項症から第３項症までに

　

該当する人
ノ・ 原子爆弾被爆者として厚生労働大

　

臣の認定を受けた人

一

　

心神喪失の状況にある人又は精神

　

保健指定医等の判定により重度の

　

知的障がい者と判定された人
ホ

　

精神障害者保健福祉手帳の交付を

　

受けている方で１級に該当する方

１人につき

　

４０万円

　

寡

　　

婦 （夫）

※右の要件のいずれか

　

に該当すること

イ

　

夫と離婚した後婚姻していない方、

　

扶養親族を有し、年間の合計所得金

　

額が５００万以下の方
ロ

　

夫と死別した後婚姻していない方、

　

あるいは夫の生死が明らかでない

　

方で、年間の合計所得金額が５００

　

万以下の方
※ 課税証明書やマイナンバーで確認す

　

る課税情報から寡婦であるか判定し

　

ます。

１人につき

　

２７万円

※所得金額が２７万円未
満の場合はその金額

ひ

　

と

　

り

　

親

※右の要件のすべてに

　

該当すること

イ

　

現に婚姻をしていない方

　

または配偶者の生死の明らかでな

　

い方

ロ

　

生計を一にする子のあること

※ 課税証明書やマイナンバーで確認す

　

る課税情報からひとり親であるか判

　

定します。

１人につき

　　

３５万円

※所得金額が３５万円未
満の場合はその金額

（３） 年間総所得金額による基準早見表

収入基準
同居親族及び扶養親族（申込者を除く）

０

　

人

　　

１

　　

１

　

人

　　

ｉ

　　

２

　

人

　　

１

　　

３

　

人 １

　　

４

　

人



‐…一

　　

般 １８９万６千円 ２２７万６千円 ２５６万６千円 ３０３万６千円 ３４１万６千円

裁量階層 ２５６万８千円 ２９４万８千円 ３３２万８千円 ３７０万８千円 ４０８万８千円

世帯区分 要

　　　　　　

件 必

　

要

　

書

　

類

障

　

が

　

い

　

者

イ

　

申込者又は同居親族が身体障害者手帳

　　

（１～４級） の交付を受けている場合 身体障害者手帳の写し

ロ

　

申込者又は同居親族が精神障害者保健

　

福祉手帳 （１、 ２級） の交付を受けて

　

いる場合

精神障害者保健福祉手帳の写
し

ノ・

　

申込者又は同居親族が療育手帳の交付

　

を受けている場合 （障害の程度がＡか

　

らＢＩまで）

療育手帳の写し

高

　

齢

　

者
申込者が６０歳以上で同居親族の方が全「１８
歳未満又は６０歳以上」 である場合 世帯全員の住民票

戦

　

傷

　

病

　

者 申込者又は同居親族が戦傷病者手帳を所持
している場合 （障害の程度が特別項症から
第６項症まで、又は第１項症であること）

戦傷病者手帳の写し

原子爆弾被爆者 申込者又は同居親族が厚生労働大臣の認定
を受けている原子爆弾捕縛者である場合 特別手当証書の写し

引

　

揚

　

者 申込者又は同居親族が海外からの引揚者で
ある場合 （引き上げた日から起算して ５年
以内に限る）

厚生労働大臣の引揚者証明書
又は支給決定通知書（自立支
度金） の写し

ハンセン病療養
所入所者等

平成８年３月３１日までの間に国立ハンセン
病療養所その他厚生労働大臣が定めるハン
セン病療養所に入所

入所したことを証明する療養
所署長の証明書

小学生以下の子
どものいる世帯

入居時点において、 同居者に小学６年生以
下（入居後最初の４月１日時点で満１３歳未
満） の者がいる世帯

世帯全員の住民票

多

　

子

　

世

　

帯
今回の受付期間初田こおいて、 同居者に１８
歳未満の者がいる世帯 世帯全員の住民票

裁

　

量

６． 募集するひとり親世帯向け市営住宅のあらまし
（１） 共同視聴用テレビアンテナを設置しています。
（２） 使用するガスは、 都市ガスです。 トイレは水洗です。
（３） 共同住宅では、 団地内の共同施設 （街灯、 階段灯、共同水栓など） の維持管理を入居

　　

者全員が共同して行っていただくことになっています。 また、 共同施設の維持管理に

　　

かかる費用 （街灯、 階段灯などの電気代及び、器具代、 共同水栓の水道料金など） を

　　

共益費と して、 家賃とは別に負担していただくことになります。



（４） 駐車場はありません。
（５） 保育園、幼稚園については、子ども未来部・子育て支援課へお問い合わせください。
（６） 小学校・中学校については、子ども未来部・学校教育課へお問い合わせください。

７． 入居資格の取消し
（１） 申込みの際に、 家族を不自然に分割した者
（２） 入居の際に、申込者全員が同時に入居できない場合
（３） 申込後、 入居親族を変更した者
（４） 偽りの申込みをした者
（５） 二重に申込みをした者
（６） 当選後、 八幡市が指定した必要な書類を提出されないとき。

８． 契約書

　

ひとり親世帯向け市営住宅の請書には、市営住宅等の明渡しを請求
することができる規定があります。

　

ひとり親世帯向け住宅については、 次に掲げる要件の一に該当しなくなったとき。 ただ

　

し、八幡市が入居継承を承認した者を除く。

　　

（ア） 母子及び父子並びに寡婦福祉法第６条に規定する配偶者のない女子又は男子であ

　　　　

る こ と。

　　

（イ） 現に児童を扶養しており、 その児童が２０才未満であること。

　　

（ウ） 現に児童と同居していること。

９． その他
（１） 敷金は、 家賃の３ヶ月分が必要です。
（２） 住宅には、無断で他の親族などを同居させることはできません。
（３） その他、 八幡市条例・規則及び市の指示に従わなければなりません。
（４） 動物の飼育はできません。
（５） 提出された書類は返却できませんので、 ご了承ください。
（６） 当選後、八幡市が指定した必要な書類（課税証明書（非課税証明書）、住民票の写し、

　　

完納証明書等）が必要になります。必要書類が揃わない場合、当選は無効になります。

★

　

申込受付の問い合わせ先

八幡市役所 建設産業部

　

住宅管理課

〒６１ ４一８５０１

　

八幡市八幡園内７５番地

０７５一９８３一５７

　

６７


